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2011年春、SR 
520 Bridgeの有
料化が始まりま
す
SR 520 Bridgeの電子式全自動システムによる料金徴収

が、2011年春に開始されます。 この有料化によって得

られた収入は、2014年に予定されている、より信頼性

が高く、また安全性も高まった新しい橋の建設に利用さ

れます。2011年に有料化が開始されても、橋はこれま

でと同様に通行していただけます。 料金収受エリアを

高速で通過する際に、システムが車両に搭載されている

Good To Go! パス（トランスポンダー）またはライセ

ンスプレートを自動的に感知し、利用者のアカウントか

ら正しい金額が差し引かれます。

お客様のアカウントのアクティビティはオンラインで見

ることができ、また利用状況の詳細を請求することも

できます。 一つのアカウントに複数の車両を登録する

ことが可能で、追加された車両のすべてにGood To Go! 
パスを注文することができます。 パスをお持ちでない

方（ビジター、あるいは橋を頻繁に利用しない方など）

には、通行料金の請求書が郵送されます。

商用車のオーナーやオペレーターの方は、フリート全体

でご利用いただける商用車向けのプリペイドアカウント

を開くことができます。 アカウントのアクティビティ

レポートは、個々の車両について入手が可能です。

有料化開始に先立ちKing CountyとSound Transitで
は、SR 520 Bridgeを通過するバスの本数を現行の1日
600本に加え、新たに100本近く増便する他、Redmond
とSouth KirklandのPark & Rideの駐車場の改良も予定し

ています。 

SR 520 Bridgeの有料化についての特別オファー
や詳細情報を、いち早く入手してください。

 お申し込み先： ウェブサイト GoodToGo520.org、 
または 1-866-936-8246 まで
お電話でどうぞ。

一般利用者への
アウトリーチと情報伝達

2010年5月～12月

2011年1月SR 520
利用者のGood To Go! 

申し込み開始

2011年春、
SR 520 Bridgeの
有料化開始

2014年新しい
SR 520 Bridge
がオープン

月 15 月 春

ツイッターでフォローしましょう：

新しい SR 520 Bridge の完成予想図

銀行口座をお持ちでない方は、現金支払いのオプション

をご利用いただけます。現金支払い用アカウントにつ

いては、その購入や現金の補充がより簡単にできるよ

うに、アカウントを取り扱う小売店舗を拡充する予定

です。 また、低所得のお客様は、

Transfer (EBT) カードを使ってGood To Go! アカウン

トの登録や資金の補充を行うこともできます。

Electronic Benefits

Japanese
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Good To Go!
を知ろう

Good To Go! はワシントン州が運営す
る電子式料金収受システムです。

最新鋭の技術を駆使したこのシステムは、料金徴収エリアを

車が通過するときにその車両を感知し、その車両のGood 
To Go! アカウントから自動的に料金を引き落としていきま

す。 これにより、車の流れをスムースに保ったまま、料金収受

がより簡単かつ安全に行われるようになります。 

このシステムはすでに、Tacoma Narrows BridgeとSR 167 
HOTレーンのRenton－Auburn間で利用されています。 
2011年春のSR 520 Bridgeでの電子式全自動料金収受シ

ステムの開始により、Good To Go! プログラムではお客様に

さらに充実したオプションをご提供いたします。 電子式全自

動料金収受システムでは料金所がないため、料金を払うため

に停止する必要も、また減速する必要もありません。

Good To Go! 電子式料金支払いアカウントは、ワシントン州

内のどの有料道路でもご利用いただけます。

電子式料金収受システムは、2007年7月16日に開通した新しい 
Tacoma Narrows Bridgeの建設費にも一部充てられます。

Good To Go! のしくみ

Good To Go! は、全米でも最先端を行く技術を駆使して交

通渋滞を緩和します。

• Good To Go! アカウントを設定すると、州内の有料道路施    

  設すべてで利用が可能になります

• 車に搭載されたGood To Go! パス (トランスポンダー) は、 

  高速運転のままでも読み取りが可能です

• 有料道路施設を運転すると、料金はお客様のプリペイド式 

  Good To Go! アカウントから自動的に引き落とされます

• Good To Go! アカウントの情報は、オンラインでいつでも 

  24時間見ることができます

Good To Go! のメリット

• 渋滞が緩和されます

• すべての有料橋および有料道路で利用が可能です

• 新しい道路や橋の建設資金を生み出します

詳細は以下でご確認ください。 
ウェブサイト wsdot.gov/GoodToGo 
電話 1-866-936-8246

WSDOT（ワシントン州運輸省）は、政府の支援を受けたプログラムおよび活動に由来する特
典およびサービスの提供において、個人の人種、肌の色、国籍、性別による差別を禁じるこ
とにより、1964年公民権法の法案第6篇を完全順守しています。WSDOTの法案第6篇プログ
ラムに関するご質問は、Eileen Oliverまでお電話 360-705-7089か、Eメール Olivere@wsdot.
wa.govでお問い合わせください。

障害をお持ちの方のための特別な形式による資料をご希望の場合は、Shawn Murinkoまでお電
話 360-705-7310か、Eメール murinks@wsdot.wa.govでお問い合わせください。 聴覚障害
をお持ちの方は、Washington Relay Service（ダイヤル7-1-1）を通じてOEOまでお問い合わ
せください。

Good To Go! 電子式料金支払いアカウントは、ワシントン州内のどの有料道路でもご利用い
ただけます。
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